
ガン
バロ
ー

住
生
活
月
間
に
全
国
で
展
開
さ
れ
る
「
ス
ー
パ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ェ
ア
」
が
、
十
八
年
振
り
に
長

崎
県
佐
世
保
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
毎
年
県
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
長
崎
県
住
宅
フ
ェ

ア
」
も
ス
ー
パ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ェ
ア
に
共
催
す
る
形
で
同
会
場
内
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、

建
設
長
崎
お
よ
び
中
小
建
設
業
協
会
で
は
、
長
崎
会
場
・
佐
世
保
会
場
・
島
原
会
場
の
三
か
所
で
参

加
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、「
2
0
1
7
長
崎
県
住
宅
フ
ェ
ア
in
佐
世
保
」
の
一
か
所
に
集
中
し

て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

九
月
三
十
日
㈯
十
月
一
日
㈰

の
二
日
間
、
ア
ル
カ
ス
佐
世
保

で
開
催
さ
れ
た
フ
ェ
ア
で
は

「
い
ま
こ
そ
健
康
・
省
エ
ネ
・

安
心
住
宅
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
住
ま
い
に
関
す
る
多
く
の

出
展
団
体
と
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
よ
さ
こ
い
の
演
舞

の
後
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、
北
村
会
長
他

六
名
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に

代
わ
る
、
住
宅
フ
ェ
ア
ら
し
い

「
丸
太
く
ぎ
打
ち
」
で
開
会
と

な
り
ま
し
た
。

建
設
長
崎
で
は
、
佐
世
保
支

部
協
会
と
佐
世
保
官
公
需
業
者

会
会
員
の
協
力
に
よ
り
出
展
団

体
の
一
つ
と
し
て
「
建
ち
家
の

展
示
」
と
木
工
教
室
の
「
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
作
成
」
を
行

い
ま
し
た
。
前
段
で
長
崎
地
区

の
組
合
員
に
よ
り
作
成
さ
れ
た

木
工
教
室
用
の
材
料
は
二
百
組

用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
初

日
、
二
日
目
と
も
大
盛
況
と
な

り
、
予
定
し
て
い
た
時
間
よ
り

早
い
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
体

験
さ
れ
た
方
は
、
幼
児
か
ら
ご

婦
人
ま
で
と
年
齢
層
も
幅
広
い

方
々
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
、
笑

顔
で
、
時
に
は
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
「
金
槌
」
を
握
り
、
指
導

す
る
組
合
員
も
や
り
が
い
の
あ

る
体
験
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

「
建
ち
家
」
の
展
示
で
は
、

フ
ェ
ア
開
会
前
の
朝
七
時
か
ら
、

地
元
佐
世
保
の
青
年
層
組
合
員

が
テ
キ
パ
キ
と
組
上
げ
、
開
会

の
十
時
前
に
は
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
期
間
中
は
餅
ま
き
の
舞
台

と
な
り
、
ま
た
、
会
場
を
行
き

か
う
方
々
の
視
線
を
集
め
て
い

ま
し
た
。

住
生
活
月
間
中
央
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
毎
年
、
住
宅
産
業
に
対

し
て
貢
献
・
尽
力
の
あ
っ
た
団

体
や
個
人
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
全
建
総
連
「
三
浦

一
男
中
央
執
行
委
員
長
」
が
、

長
年
に
わ
た
り
住
宅
産
業
に
従

事
し
、
地
域
に
根
差
し
た
事
業

に
多
く
携
わ
る
中
で
、
住
宅

デ
ー
の
開
催
・
建
設
技
能
者
の

後
継
者
育
成
と
地
位
向
上
な
ど

に
尽
力
し
た
と
し
て
、
国
土
交

通
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
風
そ
よ
ぐ
二

日
間
、
会
場
と
な
っ
た
ア
ル
カ

ス
佐
世
保
は
、
多
数
の
来
場
者

で
賑
わ
い
、
建
設
長
崎
の
出
展

に
も
沢
山
の
方
々
が
来
場
さ
れ
、

木
工
教
室
を
通
し
、
組
合
員
と

の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

今
こ
そ
健
康
・
省
エ
ネ
・
あ
ん
し
ん
住
宅
・
木
造
住
宅
振
興
！

昨
年
度
は
年
間
拡
大
目
標
の

四
〇
〇
名
に
対
し
て
四
三
二
名

の
加
入
が
あ
り
、
実
に
、
十
五

年
ぶ
り
に
目
標
を
超
え
る
新
加

入
に
結
び
付
き
、
年
間
脱
退
者

が
四
〇
〇
名
と
な
り
ま
し
た
が
、

三
十
二
名
の
純
増
を
果
た
す
事

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
昨

年
は
平
成
九
年
以
来
十
五
年
振

り
の
純�

増�

と
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
今
年
度
も
、
三
年
連
続
で

の
組
織
純
増
を
目
指
し
、
第
七

十
二
回
定
期
大
会
に
お
い
て
四

〇
〇
名
の
拡
大
目
標
が
設
定
さ

れ
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
前
期
（
六
月
〜
十
一

月
）・
後
期（
十
二
月
〜
五
月
）

に
分
け
て
、
前
期
拡
大
目
標
を

二
〇
〇
名
に
設
定
し
取
り
組
む

事
と
し
ま
し
た
。

八
月
末
時
点
で
は
、
七
名
の

組
織
減
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

新
加
入
の
ペ
ー
ス
は
昨
年
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
浦
上
西
支

部
・
諫
早
支
部
・
北
松
支
部
の

三
支
部
は
、
前
期
拡
大
期
間
を

三
ヶ
月
残
し
て
目
標
を
達
成
し

て
い
て
、
本
部
執
行
委
員
会
で

前
期
拡
大
目
標
達
成
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

建
設
産
業
が
転
換
点
を
迎
え
、

組
合
の
運
動
と
組
織
の
前
進
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
設
長

崎
を
強
く
大
き
く
し
て
、
組
合

員
の
仕
事
と
健
康
を
守
る
運
動

を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
組
合

員
一
人
一
人
が
多
く
の
仲
間
を

紹
介
し
加
入
に
結
び
付
け
る
事

が
大
切
で
す
。
未
加
入
仲
間
の

紹
介
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

佐
世
保
中
央
支
部

で
は
、
組
織
拡
大
通

年
運
動
と
し
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
毎
年
こ
の
時
期

に
実
施
し
て
い
る
「
建
設
現
場

訪
問
行
動
」
を
、
九
月
二
十
一

日
㈭
に
支
部
役
員
で
実
施
し
ま

し
た
。

未
加
入
者
情
報
の
収
集
・
提

供
を
受
け
る
た
め
、
支
部
管
内

で
、
木
造
住
宅
な
ど
の
新
築
や

増
改
築
の
現
場
へ
、
飛
び
込
み

で
訪
問
・
声
掛
け
を
行
い
ま
し

た
。足

場
が
掛
け
て
あ
る
現
場
を

探
し
な
が
ら
訪
問
を
行
い
ま
し

た
が
、
現
場
が
少
な
い
と
言
う

事
と
、
訪
問
先
の
方
は
す
で
に

組
合
加
入
さ
れ
て
い
た
り
、
社

会
保
険
加
入
の
方
や
他
県
の
方

で
あ
っ
た
り
と
、
即
加
入
に
繋

が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
未
加
入
者
の
情
報
と
、

現
場
・
業
界
の
現
況
な
ど
を
聞

き
取
り
な
が
ら
「
ふ
れ
あ
い
」

を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

全
て
の
組
合
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
で
声
掛
け
を
行
い
、
取

り
組
み
を
進
め
、
目
標
の
達
成

と
、
組
織
純
増
が
出
来
る
よ
う
、

今
後
も
取
り
組
み
を
強
化
し
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

〜
建
設
現
場
訪
問
で
ふ
れ
あ
い
の
中
情
報
収
集
〜
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労働安全大会開催のお知らせ
（長崎地区・県央地区）

〔開催日時〕平成29年11月7日㈫
午後7時開会

〔開催場所〕セントヒル長崎
記念講演・各種表彰を行います

佐世保中央支部 拡大訪問行動を実施

【各支部の前期拡大目標と加入数】

目標残

6

8

6

10

達成＋2

8

1

達成＋13

4

3

5

2

達成

8

9

達成

55
※加入数は8月末時点の集計です。

加入数

6

2

5

3

18

2

15

31

8

12

10

16

12

3

0

2

145

前期目標
（6月～11月）

12

10

11

13

16

10

16

18

12

15

15

18

12

11

9

2

200

支 部

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐 世 保 東

佐 世 保 北

北 松

平 戸

五 島

合 計

前
期
の
拡
大
目
標
達
成
に
向
け
取
り
組
み
強
化

前前
期期
のの
拡拡
大大
目目
標標
達達
成成
にに
向向
けけ
取取
りり
組組
みみ
強強
化化

（
ふ
れ
あ
い
訪
問
・『
一
声
』
運
動
で
前
進
）

2017
長
崎
県
住
宅
フ
ェ
ア
in
佐
世
保

ス
ー
パ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ェ
ア
と
の
同
時
開
催

〜
木
工
教
室
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
作
成
大
盛
況
〜

10

▲クギ打ち競争▲ガーデニングチェアの作成体験

▲建ち家展示はもちまきで賑う

毎月1回15日発行 2017年（平成29年）10月15日発行建 設 長 崎第628号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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■巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）
健診会場（予定）

佐世保技能会館
建設長崎島原支部事務所

健診時間帯
9時～12時
9時～12時

実 施 日
平成29年11月19日㈰
平成29年11月26日㈰

《お申込みのお願い》
巡回健診のお申込みは準備の都合上、
実施日の2週間前までに組合へお願いします。

長長
建建
国国
保保
だだ
よよ
りり

人
間
ド
ッ
ク
健
診

個
人
負
担
額
見
直
し

〈
平
成
三
十
年
度
実
施
予
定
〉

長
建
国
保
で
は
、
保
健
事
業

の
一
環
と
し
て
、
被
保
険
者
の

健
康
保
持
増
進
、
疾
病
の
予
防

と
早
期
発
見
に
活
用
い
た
だ
く

た
め
人
間
ド
ッ
ク
健
診
の
費
用

補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

委
託
し
て
い
る
医
療
機
関
が

規
定
す
る
健
診
料
金
か
ら
自
己

負
担
額
（
日
帰
り
ド
ッ
ク
六
、

〇
〇
〇
円
・
一
泊
ド
ッ
ク
一
五
、

〇
〇
〇
円
）
を
除
く
健
診
費
用

を
長
建
国
保
が
負
担
し
て
い
ま

す
。昨

今
、
各
医
療
機
関
に
お
い

て
は
健
診
内
容
の
更
な
る
質
の

向
上
と
、
精
度
の
高
い
判
定
を

維
持
す
る
な
ど
、
人
間
ド
ッ
ク

の
充
実
を
図
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
健

診
等
に
係
る
諸
費
用
の
高
騰
な

ど
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
状
況
が
あ
り
、
各
医
療
機

関
で
は
随
時
健
診
料
金
の
改
定

（
引
き
上
げ
）
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

長
建
国
保
で
は
、
こ
の
間
、

医
療
機
関
に
よ
る
健
診
料
金
の

引
き
上
げ
改
定
が
行
わ
れ
た
場

合
に
は
、
自
己
負
担
額
は
現
行

据
え
置
き
と
し
、
自
己
負
担
額

を
除
く
健
診
費
用
は
長
建
国
保

が
負
担
（
日
帰
り
ド
ッ
ク
で
最

高
四
九
、〇
〇
〇
円
、一
泊
ド
ッ

ク
で
最
高
六
三
、〇
〇
〇
円
を

負
担
）
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
三
十

年
度
受
診
分
よ
り
人
間
ド
ッ
ク

に
係
る
自
己
負
担
額
を
「
日
帰

り
七
、〇
〇
〇
円
」・「
一
泊
一

八
、〇
〇
〇
円
」
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
被
保
険
者

の
皆
様
に
は
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
平
成
三
十
年
度
人
間
ド
ッ
ク

自
己
負
担
額
（
予
定
）】

・
日
帰
り

七
、〇
〇
〇
円

・
一
泊

一
八
、〇
〇
〇
円

※
平
成
三
十
年
度
四
月
一
日
受

診
分
よ
り
適
用

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用
を
助
成
◇

平
成
二
十
一
年
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
頃
と

比
べ
て
、
今
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
患
者
さ
ん
は
全
国
的

に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
一
度
流
行
が
お
さ
ま
っ
て

も
再
流
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

決
し
て
安
心
は
出
来
ま
せ
ん
。

長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

全
員
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

補
助
の
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
）
に
係
る
自
己
負
担
の

費
用
が
一
回
に
つ
き
、
一
、五

〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
、
一
、

五
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助

い
た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で
被
保
険
者
証
を
提
示

し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

に
予
防
接
種
の
領
収
書
等
を
添

え
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
例
）一
月
十
日
に
予
防
接
種
を

し
た
場
合
は
、
七
月
三
十
日
迄

に
申
請
が
必
要
で
す
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
被
保
険
者
証
②
予
防
接
種

の
費
用
と
分
か
る
領
収
書
及
び

明
細
書
等
③
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
時
に
交
付
）

《
補
助
対
象
期
間
》

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間

は
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一

日
迄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
※
こ
の
期
間
の
う
ち
、
実
際

に
ワ
ク
チ
ン
を
う
て
る
日
は
市

町
村
や
医
療
機
関
毎
に
異
な
る

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
窓
口
や
接
種
を
予

定
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

巡回健診の実施について
多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡回型による健康診断

を開催します。日頃からお忙しい皆様にも是非この健康診断を年に一度の健康
チェックとしてご活用いただきますようご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、平成29年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以上の方

（同日現在の加入者で平成30年3月31日までに40歳になる方を含む）で、長建国保
の特定健診受診券の交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受診することが

出来ます。

■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、実施日の2週

間前までに組合窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095－862－6246
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、詳細な受診案内書が送付されますので
必ずご確認下さい。

■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送付される受診票、実費（選択検
査項目申込者のみ）、検査用容器など

■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、医師問診、尿検査（尿糖・
尿蛋白）、血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）、胸部レントゲン検
査、腎機能検査、心電図検査、貧血検査、痛風検査、視力・聴力

《補助例》
（例1）
インフルエンザの予防接種を1回接種し、4，000円の接種費用を
支払った場合。
4，000円（接種費用）－1，500円（控除額）＝2，500円（補助額）

（例2）
インフルエンザの予防接種を1回接種し、1，000円の接種費用を
支払った場合。
1，000円（接種費用）－1，500円（控除額）＝－500円⇒0円（補助額）

※自治体の助成（小児及び高齢者等）により予防接種の窓口負担
（支払額）が1，500円未満であった場合は、補助事業の対象となり
ませんのでご注意下さい。

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に

ご
協
力
を
！

平
成
三
十
年
度
国
保
組
合

予
算
確
保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
を
、
九
月
末
か
ら

約
二
ヶ
月
を
か
け
て
行
い
ま

す
。
要
請
先
は
厚
生
労
働

省
・
財
務
省
で
す
。
組
合
員
、

家
族
の
一
人
一
人
の
声
を
直

接
訴
え
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

建
設
国
保
へ
の
補
助
金
の
現

行
水
準
の
確
保
に
向
け
て
取

り
組
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
後

日
支
部
を
通
じ
て
組
織
配
布

行
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に

は
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。な

お
、
今
年
度
の
夏
の
取

り
組
み
で
は
一
万
六
千
七
百

二
十
一
枚
、
集
約
率
一
〇

四
・
七
％
の
結
果
が
出
て
お

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
来
年

度
の
国
保
組
合
関
係
予
算
の

概
算
要
求
額
は
総
額
で
二
千

九
百
六
十
二
億
五
千
万
円
と

な
り
、
当
初
予
算
比
で
九
億

七
千
万
円
の
増
を
勝
ち
取
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

国
保
組
合
制
度
を
守
る
為

に
、
私
達
建
設
労
働
者
に
は

建
設
国
保
が
欠
か
せ
な
い
存

在
だ
と
訴
え
る
事
が
必
要
で

す
。
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
へ
の

ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

【平成30年度 人間ドック実施予定医療機関】
婦人科検診

なし

乳がん

乳がん・子宮がん

乳がん・子宮がん

乳がん・子宮がん

乳がん・子宮がん

乳がん・子宮がん

乳がん・子宮がん

なし

乳がん

乳がん・子宮がん

受診区分

日帰り・1泊

日帰り・1泊

日帰り

日帰り

日帰り

日帰り・1泊

日帰り・1泊

日帰り・1泊

日帰り

日帰り・1泊

日帰り

受診対象者

男性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

医療機関名

ながさき内科リウマチ科

虹が丘病院

長崎原爆病院

福田ゆたか外科医院

長崎北徳洲会病院

日赤諫早病院

大村市民病院

佐世保中央病院

久保内科病院

平戸市民病院

五島中央病院

予
防
の
為
、
ま
た

か
か
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
の
重
症
化
を
防

ぐ
為
に
も
早
め
に
受

け
ま
し
ょ
う
！

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第628号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2017年（平成29年）10月15日発行
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西
彼
支
部
長
与
連
合
分
会

住
宅
デ
ー

浦
上
東
支
部

住
宅
デ
ー

浦
上
西
支
部

住
宅
デ
ー

〜
地
域
の
皆
様
よ
り
感
謝
〜

―
包
丁
一
七
一
本
、
カ
マ
等
四
十
五
本
―

西
彼
支
部
・
長
与
連
合
分
会

で
は
、
去
る
九
月
十
日
㈰
、
長

与
み
か
ん
選
果
場
で
住
宅
デ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

特
段
、
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
の

配
布
な
ど
の
事
前
告
知
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
ご
協
力
下
さ
る

組
合
員
さ
ん
の
ご
近
所
さ
ん
や

お
得
意
さ
ん
に
お
声
掛
け
し
て

下
さ
っ
た
お
蔭
で
、
沢
山
の
来

場
者
が
あ
り
、
包
丁
が
丁
寧
に

仕
上
げ
ら
れ
る
の
を
お
待
ち
の

間
、
世
間
話
で
花
が
咲
い
て
い

ま
し
た
。

農
業
を
さ
れ
て
る
方
が
多
い

土
地
柄
な
の
か
、
カ
マ
や
ナ
タ
、

ハ
サ
ミ
も
多
く
、
研
ぎ
上
げ
る

の
は
大
変
で
し
た
が
、「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
嬉
し

そ
う
に
持
っ
て
帰
ら
れ
、
住
宅

デ
ー
が
地
域
の
皆
様
に
喜
ば
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
ス

テ
キ
な
住
宅
デ
ー
と
な
り
ま
し

た
。

（
森
）

奉
仕
活
動
、会
場
周
辺
の
清
掃
も

浦
上
東
支
部
で
は
九
月
二
十

四
日
㈰
に
女
の
都
西
部
公
民
館

前
に
て
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
、

包
丁
研
ぎ
、
ま
な
板
削
り
を
実

施
し
ま
し
た
。

一
週
間
前
の
日
曜
日
は
台
風

で
し
た
が
、
当
日
は
曇
り
で

ち
ょ
う
ど
良
い
気
候
と
な
り
ま

し
た
。
青
年
部
の
方
々
は
ま
ず

会
場
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
、

主
婦
会
の
方
々
に
は
受
付
を
手

伝
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
組
合
員
・
主
婦

会
・
来
賓
を
合
わ
せ
て
二
十
四

名
と
な
り
、
来
場
者
四
十
八
名
、

研
い
だ
包
丁
九
十
三
本
、
ま
な

板
削
り
十
四
枚
と
い
う
結
果
で

し
た
。

今
回
、
急
遽
会
場
が
変
更
に

な
っ
た
事
も
あ
り
、
役
員
・
青

年
部
の
方
々
に
は
事
前
の
準
備

か
ら
、
会
場
と
離
れ
た
駐
車
場

間
の
送
迎
に
至
る
ま
で
、
様
々

な
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
参
加
頂
き
ま
し
た

組
合
員
・
主
婦
会
の
方
々
、
皆

様
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
江
頭
）

〈
参
加
者
〉（
敬
称
略
）

田
中

秀
則

田
崎

順
一

野
口

耕
平

森

政
一

田
川

和
博

松
田

隆
人

増
田

啓
治

川
口

弘

坂
田

秀
司

佐
藤

光
子

佐
藤

正
知

材
木

賢
一

桜
田

純
兵

藤
原

信
幸

北
山

薫

金
子

嘉
和

森

節
子

川
口

末
子

杉
山

廣
子

田
川

ヤ
エ

渡
辺

久
子

野
口
市
議

石
田
書
記
長

西
平
書
記
次
長

〈
参
加
者
〉

脇
川

雅
隆

毎
熊

明
夫

古
藤

明
義

岩
崎
喜
三
郎

尾
崎

光
生

山
口

政
好

岩
木

信
義

石
川

明
文

溝
上

智
志

宮
城

忍

岩
永

亀
雄

中
村

秀
徳

小
串

民
雄

岡
﨑
ア
イ
子

松
川

博
幸

松
川

肇

松
川
由
美
子

森

遥
祐

本
村

繁
人

砂
川
健
二
郎

浦
田

克
孝

中
尾

豊

井
手

保

脇
川

大
奨

田
上
副
委
員
長

第
三
十
三
回
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会

〜
よ
り
高
み
を
目
指
し
、
技
術
を
競
い
合
う
〜

九
月
十
九
〜
二
十
一
日
に
名

古
屋
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
三

回
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
に
、

今
回
は
運
営
委
員
と
し
て
参
加

し
て
来
ま
し
た
。

第
三
十
回
の
引
率
に
続
き
二

回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が

前
回
同
様
、
会
場
内
で
は
ノ
ミ

や
カ
ン
ナ
の
音
だ
け
が
響
き
、

選
手
の
真
剣
な
姿
を
見
て
い
る

だ
け
の
私
が
手
に
汗
を
か
く
様

な
状
況
で
し
た
。

運
営
委
員
と
い
う
事
で
競
技

区
画
内
か
ら
選
手
の
作
業
を
間

近
で
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
今
回
は
建
設
長
崎

の
選
手
二
名
は
入
賞
す
る
事
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

見
て
来
た
事
を
こ
れ
か
ら
先
、

出
場
し
て
頂
け
る
若
い
選
手
に

伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
建
設
長
崎
で
は

選
手
が
少
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
地
元
で
の
技
能
競
技

大
会
が
、
も
っ
と
盛
り
上
げ
る

様
に
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
閉
会
式
で
の
審
判
委

員
の
講
評
の
中
で
『
現
在
の
技

術
に
満
足
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

そ
こ
で
進
歩
が
止
ま
っ
て
し
ま

う
。
常
に
技
術
の
向
上
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。』
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
他
の
職
種
に
も
言
え
る
事

で
す
。
私
も
青
年
部
の
仲
間
と

共
に
先
輩
方
か
ら
の
御
指
導
を

頂
き
な
が
ら
、
よ
り
高
み
を
目

指
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
村
上

昌
也
）

〜
来
場
者
に
好
評
〜

浦
上
西
支
部
で
は
十
月
一
日

㈰
組
合
本
部
駐
車
場
に
て
、
住

宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

支
部
長
あ
い
さ
つ
、
田
上
副

委
員
長
か
ら
の
激
励
の
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
作
業
ス
タ
ー
ト
。

包
丁
一
一
五
本
、
ま
な
板
二

十
枚
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
で

き
る
品
。
剪
定
バ
サ
ミ
、
鎌
十

四
本
と
、
手
こ
ず
る
品
が
あ
り

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
頑
張
り

で
切
れ
味
良
く
仕
上
が
り
、
来

場
者
の
皆
さ
ん
に
も
喜
ん
で
も

ら
え
た
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
肝
心
の
住
宅
相
談

や
建
設
長
崎
に
対
し
て
の
質
問

等
は
殆
ど
無
か
っ
た
み
た
い
な

の
で
、
来
年
以
降
も
単
な
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
な
ら
な
い

よ
う
、
工
夫
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
怪
我
無
く
、
安
全

に
作
業
し
ご
協
力
頂
い
た
組
合

員
、
主
婦
会
の
皆
様
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
村
岡

広
明
）

〈
参
加
者
〉

村
岡

広
明

佐
藤

昭
彦

平
出

壽
夫

木
下

広
次

山
形

信

下
川

孝
貴

山
口

好
行

道
端

敏
章

松
崎

拓
海

前
川

友
一

松
本

初
男

山
下

健
二

岩
田

輝
雄

山
下

弘
記

小
峰

季
夫

宮
崎

二
郎

瀬
﨑

潤

道
端
ナ
ミ
子

山
形
マ
ス
子

栗
原
由
里
子

松
川
波
留
子

有
川
ヤ
ツ
子

田
上
副
委
員
長
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規矩術講習会のご案内
木造軸組工法を学ぶ機会が少ない若年技能者を対象に「規矩術講習
会」を開催します。

開催日時 平成29年11月26日㈰
午前9時～午後4時予定（受付：午前8時30分～）

開催場所 組合本部（長崎市城山町17－58）
対 象 者 青年層組合員（40歳以下）※対象者にはハガキ案内
定 員 10～15名
申込期限 平成29年11月16日（定員になり次第締め切り）
内 容 規矩術（基礎講座）
受 講 料 2，000円（材料持ち込みの場合は無料。材料の内容につい

ては組合までお問い合わせください）
※持参するもの さしがね（尺・裏目つき）、筆記用具、大工道具

名
古
屋

作業の音だけが響き渡る会場
上段：瀬尾友謙
下段：山下政樹
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佐
世
保
東
支
部

〜
鹿
児
島
旅
行
を
満
喫
・
イ
ル
カ
に
も
遭
遇
〜

九
月
二
十
四
日
㈰
か
ら
二
十

五
日
㈪
に
か
け
て
佐
世
保
東
支

部
で
は
支
部
旅
行
を
四
十
五
名

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

支
部
旅
行
は
四
年
連
続
と
な

り
ま
す
。
今
回
は
、
九
州
の
南

端
の
鹿
児
島
ま
で
バ
ス
を
走
ら

せ
ま
し
た
。

ま
ず
昼
食

後
、
最
初
の

目
的
地
と
な

る
『
知
覧
特

攻
平
和
会

館
』
へ
。
熱

心
に
愛
す
る

人
に
向
け
た

遺
書
を
見
ら

れ
、
涙
を
流

す
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

次
に
向

か
っ
た
二
つ

目
の
ス
ポ
ッ

ト
は
、
ま
だ

観
光
客
も
少
な
い
南
九
州
市
頴

娃
町
（
え
い
ち
ょ
う
）
に
あ
る

『
番
所
鼻
公
園
』
と
『
釜
蓋
神

社
』
で
す
。
番
所
鼻
公
園
で
は
、

鐘
を
鳴
ら
し
幸
せ
を
祈
り
ま
し

た
。
釜
蓋
神
社
で
は
内
部
の
天

井
に
描
か
れ
て
い
る
「
竜
」
が

素
晴
ら
し
く
ス
マ
ホ
で
撮
影
保

存
し
ま
し
た
。

宿
泊
先
の
白
水
館
に
到
着
後

は
、
温
泉
や
砂
風
呂
で
旅
の
疲

れ
を
癒
し
ま
し
た
。
宴
会
時
に

は
、
地
元
の
花
火
大
会
と
重
な

り
花
火
を
観
賞
し
な
が
ら
夕
食

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
中
盤

に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
始
ま

り
そ
れ
ぞ
れ
十
八
番
を
披
露
。

最
後
は
、
皆
で
「
川
内
お
と
こ

節
」
を
踊
り
宴
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

二
日
目
の
朝
は
、
少
し
寒
く

秋
の
気
配
を
感
じ
ま
し
た
。
初

め
に
、
か
る
か
ん
工
場
で
お
土

産
を
買
っ
た
後
、
子
供
た
ち
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
『
い
お

ワ
ー
ル
ド
か
ご
し
ま
水
族
館
』

へ
向
か
い
ま
し
た
。
イ
ル
カ
の

シ
ョ
ー
の
見
学
で
は
、
支
部
か

ら
二
名
の
方
が
シ
ョ
ー
の
お
手

伝
い
。
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
仙
厳
園
を
散
策
の
後
、

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

途
中
、
錦
江
湾
沿
い
を
走
っ

て
い
る
と
、
三
頭
の
イ
ル
カ
に

遭
遇
。
思
い
が
け
な
い
か
わ
い

い
お
見
送
り
を
受
け
ま
し
た
。

予
定
時
間
よ
り
少
し
遅
く
な

り
ま
し
た
が
、
無
事
に
支
部
事

務
所
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

（
香
月
）

諫
早
支
部

〜
旧
屋
敷
や
国
宝
の
寺
を
見
学
・
ご
満
悦
〜

秋
の
足
跡
が
聞
こ
え
始
め
た

九
月
二
十
四
日
㈰
、
諫
早
支
部

で
は
二
十
三
名
の
参
加
で
支
部

旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

は
例
年
よ
り
若
干
少
人
数
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
道
中

は
い
つ
も
通
り
和
気
藹
々
と
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
の
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。

初
日
は
杵
築
市
ま
で
バ
ス
を

走
ら
せ
ま
し
た
。
別
府
湾
の
干

潟
や
城
下
町
が
一
望
で
き
る
眺

め
の
良
い
杵
築
城
を
始
め
、
縁

側
の
手
吹
き
ガ
ラ
ス
が
印
象
的

な
一
松
邸
や
、
当
時
の
家
老
の

社
宅
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た

藁
葺
屋
根
が
特
徴
の
大
原
邸
等

の
武
家
屋
敷
と
石
畳
の
坂
道

（
階
段
）
を
登
り
下
り
し
な
が

ら
足
腰
の
鍛
錬
と
共
に
見
学
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
急
遽
ト
イ
レ
休

憩
で
立
ち
寄
っ
た
直
売
所
で
農

産
物
の
爆
買
い
を
楽
し
ん
だ
後

国
宝
の
富
貴
寺
へ
。
平
安
後
期

に
「
一
本
の
榧
の
大
木
」
で
建

立
さ
れ
た
寺
は
三
間
四
間
の
建

物
で
、
周
囲
に
廻
縁
が
あ
り
重

厚
感
が
漂
う
外
観
は
見
事
で
し

た
。そ

の
後
、
道
に
迷
い
な
が
ら

田
染
荘
で
稲
刈
り
を
間
近
に
控

え
た
棚
田
に
立
ち
寄
り
、
最
後

の
観
光
地
で
あ
る
湯
布
院
へ
。

湯
布
院
で
は
若
干
の
フ
リ
ー
タ

イ
ム
で
、
お
買
い
物
や
散
策
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
無
事
に

諫
早
へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

島
原
支
部
主
婦
会

初
め
て
の
「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
」
作
り

九
月
三
十
日
㈯
に
雲
仙
市
愛

野
町
の
山
本
美
術
館
に
併
設
さ

れ
て
い
る
サ
ロ
ン
で
、「
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
」
の
講
習

を
う
け
ま
し
た
。
講
師
に
は
美

術
館
館
長
の
山
本
直
希
さ
ん
を

お
招
き
し
ま
し
た
。

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
と
は
、

生
花
の
水
分
を
抜
き
取
り
保
存

液
と
着
色
料
を
注
入
し
、
見
た

目
は
生
花
と
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
加
工
さ
れ
た
花
の
事
で
す
。

既
に
加
工
さ
れ
た
花
の
中
か

ら
好
き
な
色
を
大
一
個
、
小
二

個
、
か
す
み
草
二
個
、
紫
陽
花

八
個
、
飾
り
に
パ
ー
ル
玉
四
個

り
ん
ご
玉
二
個
、
リ
ボ
ン
大
小

各
一
を
選
び
ま
す
。

花
瓶
の
中
の
オ
ア
シ
ス
に
挿

す
た
め
花
托
部
分
に
ワ
イ
ヤ
ー

を
通
し
ね
じ
っ
て
茎
に
し
ま
す
。

紫
陽
花
や
、
か
す
み
草
は
花
托

部
分
が
小
さ
い
の
で
な
か
な
か

う
ま
く
出
来
な
く
て
花
が
折
れ

た
り
し
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ

慣
れ
て
無
事
完
成
。

次
に
、
完
成
品
を
見
な
が
ら
、

リ
ボ
ン
、
花
の
順
に
位
置
を
決

め
て
隙
間
を
埋
め
る
よ
う
に
、

か
す
み
草
、紫
陽
花
に
ピ
ン
セ
ッ

ト
を
使
っ
て
挿
し
て
い
き
一
時

間
程
で
完
成
し
ま
し
た
。
劣
化

を
防
ぐ
為
、
透
明
な
ケ
ー
ス
に

入
れ
て
貰
う
間
、
お
茶
と
ケ
ー

キ
を
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

今
回
、
十
五
名
の
参
加
で
皆

さ
ん
初
め
て
の
体
験
で
し
た
が

と
っ
て
も
上
手
に
作
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

次
回
は
、
お
正
月
用
の
飾
り

で
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
央
支
部
主
婦
会

中
央
・
大
浦
合
同
で
恒
例
の
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
暑
さ
が
残

る
九
月
六
日
に
、
中
央
支
部
主

婦
会
五
名
と
、
大
浦
支
部
主
婦

会
三
名
の
参
加
で
恒
例
の
「
ま

ん
じ
ゅ
う
」
作
り
を
行
い
ま
し

た
。

皆
さ
ん
約
束
の
時
間
九
時
に

集
合
で
す
。
ま
ず
は
挨
拶
を
交

わ
し
、
材
料
を
確
認
し
作
業
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
今
回
は

初
め
て
の
人
が
い
る
の
で
、
手

順
を
最
初
か
ら
説
明
し
て
い
き

ま
す
。
酒
と
牛
乳
を
人
肌
に
暖

め
、
そ
の
中
に
イ
ー
ス
ト
を
入

れ
て
溶
か
し
ま
す
。
イ
ー
ス
ト

を
溶
か
し
た
も
の
を
、
薄
力
粉

の
中
に
入
れ
、
十
五
分
程
「
こ

ね
こ
ね
」
し
一
時
間
ほ
ど
発
酵

を
さ
せ
、
ボ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に

膨
ら
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
再
度
こ

ね
て
ガ
ス
を
抜
き
ま
す
。
そ
れ

に
あ
ん
こ
を
包
み
、
暫
く
置
い

た
後
に
蒸
し
器
で
十
五
分
蒸
し

て
出
来
上
が
り
で
す
。

今
回
も
良
い
出
来
栄
え
で
、

「
ふ
わ
ふ
わ
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の

出
来
上
が
り
で
す
。
作
業
の
手

を
休
め
、
出
来
立
て
の
「
ま
ん

じ
ゅ
う
」
に
皆
で
か
ぶ
り
つ
き
、

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
「
美
味
し

い
」
の
連
発
で
し
た
。
一
段
落

し
た
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
持
ち
寄

り
の
弁
当
を
広
げ
、
お
昼
を
美

味
し
く
頂
き
な
が
ら
色
ん
な
世

間
話
に
花
を
咲
か
せ
、
そ
の
後

は
片
付
け
を
し
て
「
ふ
か
ふ
か

ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
お
土
産
に
頂

き
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
浦
支
部
の
方
達

と
も
ゆ
っ
く
り
お
話
し
が
で
き

て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

浦
上
西
・
東
支
部
主
婦
会

ほ
っ
ぺ
た
が
落
ち
る
程
、美
味
し
く
で
き
あ
が
り
ま
し
た

真
夜
中
の
二
時
半
、
ふ
と
目

が
覚
め
る
。
饅
頭
の
あ
ん
こ
は

何
に
し
よ
う
？
小
豆
の
あ
ん
は

彼
女
（
栗
原
さ
ん
）
の
右
に
出

る
者
は
い
な
い
。
い
く
ら
で
も

食
べ
ら
れ
る
。
甘
っ
た
ら
し
さ

が
残
ら
な
い
後
味
で
不
思
議
と

胃
も
た
れ
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
ん
こ
と
並
ぶ
も
の
は

何
か
な
い
か
？
冷
凍
庫
の
中
の

高
菜
漬
け
を
思
い
出
し
、
夜
中

に
塩
出
し
す
る
。

他
は
何
か
な
い
か
？
二
日
前

に
い
た
だ
い
た
さ
つ
ま
芋
だ
！

早
く
朝
が
来
な
い
か
と
一
人
で

や
き
も
き
し
て
い
る
自
分
は
ま

る
で
、
童
心
に
帰
っ
た
運
動
会

前
の
気
分
だ
っ
た
。

九
月
二
十
七
日
の
朝
、
外
は

ど
し
ゃ
ぶ
り
で
「
イ
ー
ス
ト
菌

が
発
酵
し
な
い
か
ら
！
」
と
、

閉
め
切
っ
た
部
屋
の
中
で
皆
、

汗
び
っ
し
ょ
り
で
鍋
を
睨
み
つ

け
「
ヨ
イ
シ
ョ
！
ヨ
イ
シ
ョ
」

と
、
こ
ね
て
い
る
姿
は
頼
も
し

い
お
袋
さ
ん
達
の
集
団
だ
っ
た
。

皆
で
和
気
あ
い
あ
い
と
作
っ

た
饅
頭
は
ほ
っ
ぺ
た
が
落
ち
る

程
美
味
し
か
っ
た
。

（
山
形
マ
ス
子
）

仙厳園にて－後ろに見えるのは桜島－

中央・大浦の主婦会の皆さん

杵築城にて
天主閣より別府湾が一望できる

浦上西・東の主婦会の皆さん

体験作りの様子

上手に完成
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